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圄

松葉 一清著

「日本 のポ ス ト ・モ ダニ ズ ム」

三 省 堂,1984年10月 初 版

この著 書 は,め ず ら しく編 集 か らの指 名で あ る。 どうや らポス ト ・モ ダニ ズム,或 はポ

ス ト ・モ ダ ンの思 い もか けぬ近年 の,文 化芸術 界へ の広 汎 にわた る侵透 ぶ りは,そ の点 デ

ザ イン界 で は比較 的腰 の重 か った と見 られ るIDや 教育 の分 野 を も脅 やかす に至 った かの

ようで あ る。折 しも京都 国立近 代美術館 で は 「ポス トモ ダ ンの地 平か ら」 とのサ ブ タイ ト

ル の 「現代 デザ イ ンの展望 」展 が このほ ど開催 され たばか り。其 処で 私 は,奇 妙 な仕 掛 の

空 間に囲 まれ て孤立 したID機 器,オ リベ ッテ ィの タ イプ ライ ターに,モ ダニ ズム の断末

魔 の姿 をか い ま見 る思 い が した。 か っての モ ダ ン ・デ ザ イ ン運動 の 一拠 点,イ タ リア の

"DOMUS" 一 つ に して も
,今 やそ の編集 長 ア レ ッサ ン ドロ ・メ ンデ ィー 二 と譏 崎新 との対

談 「さ らば 〈バ ウハ ウス〉 のモ ダニ ズム よ」(朝 日ジ ャー ナル831202)な どと,か な り気

にな る転 換 を示 しつ ・あ る ようだ。戦後 の高 度成 長期 に ようや く本格化 した,も っ ぱ らバ

ウハ ウスー 辺倒 の わが国 デザ イ ンの基礎 教育 は?と 気 に なるが,そ れは さてお き今 日の こ

の ポス ト ・モ ダニ ズムの 制覇 の局面 は,も とも とそ の ラデ ィカル な面でモ ダニ ズム の超克,

解体 の運 動 に発 したポ ス ト ・モ ダニズ ムが,わ ずか十 数年 を経 て,風 化 し,少 くと もデザ

イ ン面 で は一種 の流行現 象 と化 し,通 俗化 した とい う事 実 を示 す もので あ る。 こう した局

面 を私 は私 な りに 「ポス トモ ダ ン状況」 と呼 んで い る。

そ こで まず本書 につ い て最初 に言 ってお きた い ことは,そ のすべ て が,こ の 「ポ ス トモ

ダン状 況」 の下 に,近 い過 去 にお いて書か れた とい う事実 であ る。著 者 もみず か ら,そ う

した こ とを,本 書 の序 に おい て認 め,「 い ま明確 な の は,ポ ス ト ・モ ダニ ス トが提 案 した

デザ イン を,イ ンテ リアや フ ァ ッシ ョン関係 の人 たち炉受 入 れ,咀 嚼 し,広 汎 なデ ザ イ ン

の枠 組 にお いて社 会へ 広 めた ことだ。 これ に よ り,と もか くポス ト・モ デ ンは流行 語 とな

り(中 略)三 角切 妻 や列柱 な ど歴 史的形 態 を インテ リアの ア クセ ン トとす る ような商業 施
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設の デザ イ ンが,ポ ス ト ・モ ダニズ ムであ る との共通認 識 はすで に作 り出 されてい る。 こ

う した社 会認 識 の変化 は,逆 に震源地 の建築 界 に大 きな影響 を与 えつつ あ る。 ポ ス ト ・モ

ダニ ズム を奇 嬌 と嘲笑 したモ ダニス トた ちが 、 こぞ って,一 般の 人た ちが考 え るポス ト・

モ ダニズ ムのデザ イ ンに手 を染 め は じめ た」 とのべて い る。 この言 葉 の最後 の,建 築家 が

こぞ って手 を染 め は じめ た とい うポ ス ト ・モ ダニズ ム を,私 は正 し くは 「ポ ス ト ・モ ダニ

ズ ム風 」,と よぶべ きだ と思 うが,そ う した区別 な んぞ も,も はや今 で は何 の意味 もな く

な ってwる ような ところが,い か に もポ ス ト ・モ ダニ ズ ム らしいカ オテ ックな様相 だ とも

い える。著 者は こ う した ポス ト ・モ ダニ ズムの風 化 の現段 階 を 「ポ ス ト ・モ ダン時 代」 と

呼 び,い まや世 間一般 の 「ポ ス ト ・モ ダニズ ムの認知 が,日 本 の建築 デザ イ ンを,世 界 に

あ って も類 のな い ほ どの多 様化 す る成果 を引 き出 した」 と して,そ う した 「日本 の建 築 デ

ザ イ ンを語 るに あ た り胸 の高 鳴 りをお ぼえる」 と述べ て い る。

こ う した言葉 に,よ か れ悪 かれ ポス ト ・モ ダニ ズム をその前衛 性 を喪 った風化 の段 階 で

と らえ,本 書 を ものす るハ メにな った著者 の属 す るジ ェネ レーシ ョンの若 さが に じみ 出 て

い る と思 う。 ちな みに著者 は1953年 生 まれ,京 都大学 工学 部建 築学科 卒の新 進気 鋭 の建築

ジ ャーナ リス ト,現 朝 日穀 聞学芸部 記者 であ る。専攻 は近代建 築史 で,こ の若 さに もか か

わ らず,主 著 「近代 主義 を超 えて」(1982年 鹿 島 出版会)そ の他二 三 の著書 をあ らわす か

た わ ら,戦 前の い わゆ る洋風 建築 の調査,保 存 にも取 り組 んで 来た とい う。大学 の卒 業 が

1976年 だ とい うか ら,ほ ぼ ポス ト ・モ ダニ ズム なる言葉 の発生 と同 じ頃 か ら社 会人 と して

活 動 をは じめ た こ とにな る。 もと もとこの言 葉 は,イ ギ リスの 建築評 論 家CharlesJencks

の"TheLanguageofPost-ModernArchitecture"London,1977(竹 山実訳 「ポ ス ト ・モ ダ

ニ ズ ムの建築言 語 」a+u ,1978年10月)か ら来 た ことが通説 と して定着 して しまってい て,

ポス ト ・モ ダ ンとい えば ジェ ンクスが 元祖 あつか い されて来 たが,彼 自身 は当初 この言 葉

を,あ ま り適切 と は考 えず,「 まるで 女性 を非 男性 とよぶ類 の消 極 的な用 語」 だが,そ の

対 象 とな る建築 を どうよん で よいか わか らなか ったの で,や む な く用い た とのべて い る。

つ ま り彼 が この書 をもの に した段 階で は,モ ダニズ ムの建築 に とって代 る よ うな もの は理

論 的 には ともか く,現 実 には まだあ らわれ て はいなか った とい うので ある。 いか に もジ ェ

ンクス ら しいお っ ち ょこ ち ょい なや り方で,話 が全 くアベ コベ だが,実 体の 方は その 後ほ

ど な く80年 代 に な って特 にア メ リカや 日本 で顕在 化す る よ うに なる。 そ して その大 きな引

金 にな った もの は,何 とい って も1980年 の ヴ ェニス ・ビエ ンナ ー レの建 築展 に示 され た,

近代建 築 の 「先 祖 が え り」e歴 史主 義の一 大 デモ ンス トレー シ ョン,「 過 去の 現前」"The

PresenceofthePast"で あ った。 ここに近代 主 義 の建 築 家 たち を しばって いた建築 の 用語

上で の最後 の タブ ー としての 歴 史 様 式 の 封印 は解除 された。 同展 の主 催者 側 に立 つ イタ
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リ ア の 建 築 家 パ オ ロ ・ボ ル ト ゲー ジ の い わ ゆ る 「禁 制 の 終 焉」"TheEndof

Prohibitionism"で あ る。

か くして'80年 代 は 「ポ ス ト ・モ ダン時 代」 の開 幕 とな る。わが 国で のその記 念碑 的 な

建 築の作 例 と して は,著 者 が 「ポス ト ・モ ダ ンの神 殿」 とよぶ磯崎 新 の 「つ くばセ ンター

ビ ル」(1983)で あ る。 だが この場 合 の磯嶋 の作 風 の突 然 の変化,ジ ェンク ス流 にい えば

「レイ ト ・モ ダニ ズムか らポ ス ト・モ ダニ ズムへ 」 に もうかが え るよ うに,こ う した ポス

ト ・モ ダ ン時代 の 開幕 はポ ス ト・モ ダニ ズムの風 化一 通俗 化 と時期 的に重 な ってい る こと

は興 味ぶ かい。 前述 の著 者 の言葉 に もあ るよ うに,既 にこの段 階で,モ ダニス トたち も,

バ ス に乗 りお くれ まい と,こ ぞ ってポ ス ト ・モ ダン風 のデザ イ ンに転 じは じめ るの であ る。

ここ にポ ス ト ・モ ダ芦 ズ ムは本来 の 「モダニ ズム の超 克」 とい う歴 史的思 想 的な意 味 を喪

い通俗化 した表相 面 での フ ァ ッシ ョン として,ポ ス トとモ ダニ ズム をつ な ぐナカ グ ロを取

り去 った 「ポ ス トモ ダニ ズ ム」或 は 「ポス トモ ダ ン」 とい うよび名で風 化 の意味 を こめる

べ き もの に転 じて来 てい る。 その点著 者 は本 書 の中で は正 統的 にポ ス ト ・モ ダニ ズ ムな る

呼称 を一 貫 して用 いて は い る もの の,こ れ を,「 近代 主義 の部 分 的 な反 語」 な ど と考 える

よ うに,思 想 的 にモ ダニズ ムに対決 す るよ うな様 式 的 な意味 を こめよ う とは してい ない。

また,書 名 だけか らな ら誤解 をまね きそ うだ が,本 書 は決 して ポス ト ・モ ダニズ ムの建築

だけ をテ ーマ と した もの で もない。 む しろ こ うした 「ポ ス トモ ダ ン状況 」下 にお け る日本

の現代 建築 のデ ザ イ ンの諸 相 をかな り粗 い タ ッチ で素 描 した もの とい え よう。

ここで 著者 は,ポ ス ト ・モ ダニ ズムが拓 いた新 しい表現 の多様 化 を 「ポ ス ト ・モ ダ ン時

代」 とよび,こ の 時代 の建築 の四つ の流 れを 四章 に分 けて論 じて いる。第1章 「ポ ス ト ・

モ ダニ ズム時代 」 で は,ポ ス ト ・モ ダニ ズム の理論 的 な先駆者 と しての ロバー ト ・ヴ ェン

チ ュー リと,こ れに対極 的 な ミース ・フ ァン ・デ ル ・ローエ の 「禁欲の 美学」 か ら一転 し

て ・つ くば・ をは じめ とす 替 ス ト ・,モダニ ズム の近 年の代 表作 にふ れ るとと もに・あ る

面 で ポス ト ・モ ダニ ズ ム と併行 的 な戦前 の プ レモ ダ ンの擬洋 風 を と りあげ る。 第2章 「保

存 の デザ イ ン」 で は,戦 前の洋 風建築 の保存 に関 して,保 存 も また新 しい価値 の創 造 に連

らな るとい うポ ス ト ・モ ダニ ズ ムの重要課題 と して あ げ,四 つ の保存 の デザ インの手法 と

しての 〈切 り刻み〉,〈並 置〉,〈混在〉,〈擬 態〉 を夫 々実例 をあげて解 説 するか たわ ら,こ

こで もまた再 びプ レモ ダンに属す る一連 の巨 匠建築 家 たちの作 風 を検討 してい る。 第3章

「モ ダニ ズム修正 主義 」 では,ポ ス ト ・モ ダニズ ム とはあ くまで一線 を劃 し,い まなお モ

ダニ ズム の立場 を堅持 しつ ・,新 しい創 造 の世界 を拓 いて い る小数の秀 れた作 家 た ちの作

品 に も万遍 な く目を配 るが,第4章 「ジャパ ネス ク再 考」 で は再び ポス ト ・モ ダニ ズムの

線 で,い わ ゆる和風 回帰 の歴 史主義 に連 な る二 三の 代表 的作 家の作風 にふれ ると と もに,
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一方 これ と関連性 の 強い 日本 のナ シ ョナ リズ ム と様式 探求 の歴 史 を戦前 か ら 一,日に至 る ま

で,数 次の段 階 に分 けて,そ れぞれ の代表 作品 を通 して批 判的 に回顧 す る作 業 を行 ってい

る。

これ ら各章 の論考 の初 出 は示 され て いないが,い ずれ仕 事柄,新 聞雑誌へ の投 稿 を ま と

め 上げた もの と思 らが,そ の こと もあ って か,内 容 的 につ なが りの 上で やや ぎこ ちな い と

ころ も見 られる。 だが その語 り口の軽妙 さは,さ すが一 流紙 の記者 だ けの こ とは ある。 し

か もわか りやす くよみやす い,さ わ やか な文体で,な か なか説得 力 もある。 だか ら こそ私

は、警戒 すべ きだ と思 うのだが,つ い 口車 に乗せ られて,お か しな内容 の事 柄で あ って も,

な っ と く して しま うお そ れが あ る。 も とよ り本書 は 〈都 市 の ジャー ナ リズ ム〉 とい うシ

リーズの一 環 に連 る もの で,著 者 自身 も,あ くまで ジ ャーナ リス トとしての立場 で,一 般

大衆 相手 に語 りか け る もの だろ うか ら,本 書 に学術 書並 みの 内容の 正確 さや厳密 さを求 め

るべ きで は ない とは思 うが,さ な きだ に欧米 に くらべ て,建 築 につ い ての文化 的教養 の段

ちがい に低 いわが 国 の一般 大衆 を啓 蒙 す る立 場 か ら見 て,こ ん なこ とでは,と 気 にか か る

記 述が か な り散見 される。 これ は一つ に は著 者 の世代 が受 けた建 築 史の教育 のあ り方 に よ

る ところ も大 きい とは思 うが,ご く一般 的にい って,モ ダニ ズム建築 につ いて の理 解 が あ

ま りに も通 り一ぺ んの浅 薄で公 式的 な もので しか ない よ うであ る。

また これ とと もに,何 よ りも問題 と思 われ るの は,著 者が モ ダニ ズム の歴 史的な変 化 や

発 展の プロセ ス に 目を閉 じて,固 定 的 に しか解 してい ない こ とで あ る。例 えば著者 は 「近

代 主義 の繕対性 」 な る もの に随所 で言 及 してい る。「近代 主義 の絶対 支配期 は1920年 以 来

50年 に も及ん だ」 〔30〕(カ ッコ内 はペ ー ジ数,以 下 同 じ)「 近代 主義 の絶 対性 が揺 い だ70

年代 なか ば」 〔46〕「近代主 義 の教 育 を うけ,そ れ を唯 一無 二の絶 対真理 と信 じて 来 た建築

家 は道 を見 失 った」 〔106〕少 な くと も近代 主義 建築 の発展 の歴 史的経 過 を知 るほ どの もの

な ら,こ うした発言 内容 は問 題に な らぬ ナ ンセ ンスで ある ことに 同意す るだ ろ う。加 える

にその言葉 の表 現 自体 もか な りオ ーバ ーに過 ぎるこ とな ども,内 容 の虚妄 さを一そ う増 幅

させ るの に役 立 ってい る ようだ。 その 極端 な例 と して は,「 近代 主義 が掲 げ た 目的 の ひ と

つ に世界 の建 築様 式の 一新 があ った。 一新 の結果,世 界 中のあ りとあ らゆ る都 市 は近代 主

義 の機 能 と合 理 の二つ の イ ズムで支 え られた ひ とつ の統一 され た様式 の鞏 築で埋 めつ くさ

れ るこ とにな った」 〔106〕 こ うな る ともはや全 くウソで しか ない。一 体著 者 自身,・本気で

こ んな ことを信 じてい るので あろ うか。 その一 面で 著者 はか な り徹底 した広汎 にわ た る資

料 の蒐集 や調査 の 上に立 って,も の事 を十分 よくのみ こんだ かの よ うな,老 成 した達意 の

文体 で読 者 を惹 きつけ るが,現 象 面で の建築 作品 の解説 に限 る ならば結構 面 白 く読 ませ る

力 量 を もって い る とは思 う もの の,そ うした語 り口 に して も,丹 念 に検 討す る と,そ れが
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スマートで快調である分だけ何となく輕薄で上すべりしたり,時 としてオーバーな表現に

ウソが交ったりする個所が見られる。一般に著者は,こ み入った内容をそのまま文章にす

れば晦渋なものになるのをきらってか,そ のどろどろした部分はあっさり切 り捨てて,上

ずみだけをすくい取るような簡潔化の手段で,も の事を輕妙にさばき,そ れを手ぎわよく

まとめるというジャーナリステックな特技によって読者を魅了するのだが,そ の半面で失

われたり誤ったりのマイナスの面も多いように思うのである。

最後に通読した上で今一つ気になったことは,著 者自身の近代建築に対する基本姿勢が

今一つ不分明なことである。そうした線から著者は,大 方の日本の建築評論の伝統にそう

かのように,本 書においてもおよそ批判らしい批判をやろうとはしていない。モダンにせ

よポスト・モダンにせよ,本 書でとりあげた作品については,も っぱらほめちぎるばかり

なのは全 く物足りない限りである。これもまた,あ るいは 「禁制の終焉」の自由放恣を謳

歌する 「ポスト・モダン時代」の申し子のような著者の若さのせいなのでもあろうか。ど

の道21世紀において本格的な評論活動を行うであろう著者に,こ の際何よりも欧米の評論

家並みの批評精神を身につけていた"く ことを強く希望するものである。

向井 正也

一121一


